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初期マラーター王国とマンサブダーリー・システム
　　　　　　　　　　　についての覚書

末広　朗　子

　筆者は，拙稿「デカン地方出身者とムガル支配一一一マンサブダーリー・システムを申心

に」沫広2006〕において，デカン地方における，主にデカニーと呼ばれる人々についての

分析を行ったが，マラーターと呼ばれる人々についての分析が課題として残った。

　従来の研究ではマンサブダールの枠の中ではマラーターは別枠扱いであるが，シヴァー

ジー他マラーター王国からムガル側に投降した人間をアーディル・シャーヒー王国とクトゥ

ブ・シャーヒーからムガル側に来た人問と岡じデカニーとして扱う研究もあり，解釈に統一

がとれていない［Habib　l999；Ali　1997；Alavi　1972；Richards　1975］1＞Q

　本稿では，史料の上で，「マラーター側からムガル側に来た（＝投降した）」という表現

のある人物について取り上げることにする。その中にはシヴァ・一ジーやサンバージーなど，

初期マラーター王国の中枢の人物や，ムスリムも含まれる。

　史料としては，アウラングゼーブ時代のペルシア語行政史料を用いて，初期マラーター王

国とムガル・マンサブダーリーシステムとの関わりを可能な限り明らかにすることを霞的と

する。マラーティー語史料を耀いていないので，豪然分析には三界があることをあらかじめ

断わっておく。

　分析の枠組みとしては，シヴァージーやサンバージーら，マラーター王瞬の中枢に当たる

人間に与えられたマンサブ，シヴァージーの家距に与えられたマンサブ，サンバージーの家

臣に与えられたマンサブの3つのカテゴリーに分けて分析することにする。

　デカン地方における，特にマラーターのマンサブダールの数の急激な増加がムガルの弱体

化の一因となったとされているが〔小名1993：76；Ali　2006a：66；Ali　l997：26－33］，実際に

彼らがどのようにムガルのマンサブダーリー・システムに取り込まれていったのかを明らか

にして，ムガル朝と初期マラーター王国の関係の一端を明らかにすることが本稿の醒的であ

るQ

1）　ムガルのマンサブダールの基本史料である‘Arg・o－chehra（人や馬，象などの記録［Ahmed

　l977：356］）文書などにおいて，マラーターの燃霞の入聞は「マラーター」と明記されるために，

　従来の研究看のマンサブダールの表ではマラーターは霧枠にされている。しかし，マラーーター王

　国出身者は，アーディル・シャーヒー王国出身藩やクトゥブ・シャーヒー王飼出身者とひとくく

　りに「デカニー」とされる場含もある［Richards　l975：87；Ali　1999：26－27；312］。人種別でも，

　マラーター一をRajput　1）akhniとしてDal〈hni枠に入れる研究一X一もある［Alavi　1997：73－74］。
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1　マラーター王国の中枢人物とマンサブ

　シヴァージー・ボンスレーの父親であるシャーハジー・ボンスレーは，アーディル・

シャーヒー王國と密接な関わりがあったが，～時的にシャー・ジャハーン帝の配下に入って

1630年ごろには5，000ザート，5，000サワールのマンサブを与えられ［Ali！985：！！1］，

1632～33年にも再び同じマンサブを囲復されたが［Ali　1985：121］，その後逃亡した2）。こ

こでは，その子孫でマラーター王国の申枢にあたるシヴァージーやサンバージーらに与えら

れたマンサブについて取り上げることにする。

　1　シヴァージーに与えられたマンサブ

　アウラングゼーブ帝の皇子ムラード・バクシュMurad　Bakhshは1649年8月14日にシ

ヴァージーに手紙を送り，王に拝謁するならば，5，000ザート5，000サワールのマンサブが

与えられると書いた［Sarkar　1978：106］。支配暦9年Safar月25日（1666年5月）にシ

ヴァージーはアウラングゼーブとの会見のためにアグラを訪れ，8月！6日にはシヴァー

ジーにマンサブや城を与えるように命令が串され，彼にワタンwatan3）を艇すことが許可さ

れたが［PSIH：Vレ5］，翌日に彼はアグラから逃亡した。

　支配暦10年Rabi‘al－Awwal月11臼（1667年8月22　H＞には，シヴァージーは，自分

に与えられたDeshmukhi4）に近隣…の人間が妨害をしているが，自分は5，000ザート，5，000

サワールを与えられたkhanazada5）であり，ジャーギールが与えられることを望むと請願し

た。しかし，彼は軍，州に嵐渇していないのでジャーギールとマンサブの給与は与えられず，

城から貢納金を取るよう命令が呂された［PSIH：V1－84〕。

2）1649年8月置4i脳こ，皇子Murad　Bakhshからシヴァージーに5，000ザート5，000サワールのマ

　ンサブが与えられた時に，シャーハジーもマンサブを圃復されたとの記述がある［Sarkar　1978：

　106，Chandra　1994：120］。　Grant　Duffによると，1629年にシャー・ジャハーンが6，000ザート

　5．000サワールのマンサブとジャーギールをシャーハジーに与え，アフマドナガルにジャーギール

　を与えた。馬脳の多くにマンサプが与えられ，いとこのKeloji　Bons豆eにもマンサブが与えられた

　［DLiff　1858　：　75－76］0

3）　ワタンとはもともと地方の世襲の領土を指し，ジャーギールの串でも例外的に世襲的に所有さ

　れる土地を意味する［Habib！999：547；Ali　1997：79－80］。

4）Deshmukh（またはDesai「郷書言己」）とは，アーディル・シャーヒー王鷹に存在したヂ郡」を

　単位とした在地世襲役人である。在地世襲役人にはほかに，郷書記（Deshpande，1）eshkulkarnl），

　村長（Pa‡el，　Muqadδam），村書記（Kulkarn夏），市場の長（Sete＞，衛場0）書記（Mahajan），城塞

　の警備員（Nalkwad夏）などがある£深沢1972：9，37－4三］。　DeshynukhiとはDeshmukhの職と権

　利とそれに曾随する取り分を指すが，［Habib　1999：524；Willson　1885：132］，マラー一一王国に

　おいて得分権として売買されていったことは小谷氏の研究に詳しい［小谷1989］。

5）　K：hanazadaとは，代々ムガルに仕えている家系に属するものである［Habib　1991；531］。　Athal

　Al三によると，　khaRazadaはアウラングゼープ時代に州総督（＄ttbadar）に任命される場念が多く，

　高位のマンサブダールの4割以上を占めていたという［Ali　2006b：265］。
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　シヴァージーには額としてはかなり高いマンサブが与えられていたが，逃亡を繰り返した

り，給与が与えられなかった記述から，どの程度実行されていたかには疑問が残る6）。しか

し，ジャーギールやDeshmukhlを与えられている点や，シャーハジーの代から仕えている

ということでkhanazadaという表現がされている点は興味深い。

　2　サンバージーおよび息子たちに与えられたマンサブ

　支配暦！0年Dhαal－Qa‘da月8日（圭667年4月22日），サンバージーは，400騎をつれて

ムガルに仕えていたが，シヴァージーは息子にマンサブを与えるように請願をした［PSIH：

VI－50］7）。隅年RabI‘al－Akhira月24　E（岡年8月3日）に，シヴァージーは再び講願を

行って，サンバージーは以前5，000ザート5，000サワールのマンサブを与えられている

khanazadaであるが，給与（tankhah8＞）がないので，ジャーギールを与えるように請願し

た。その後，サンバージーのマンサブを戻し，ジャーギールを戻すように．命令が出された

［PSIH：VI－99］．

　支配暦11年（AHIO79年）Rabi‘al－thanl月12日（1668年9月9日）にも，サンバージー

のマンサブに関して，5，000ザート，5，000サワール，do　aspa　se　aspa9＞6ヵ月io＞chauthaTi免

除ll）という記述がある（SDA，66－67）。

　その後，サンバージーには7，000ザート7，000サワールのマンサブが与えられたが，彼は

後日ムガルの元から離反してマラーター側に戻ったという報皆が！671年12月15日にある

［PSIH　：　VI－133］　i2）e

　サンバージーの息子のシャーフーは，支配暦33年（AH1101）＄afar月2日（1689年U

月5日）には7，000ザート7，000サワールのマンサブを与えられ，そして他のデカン勢力と

同様6ヶ月，chautha’i免除，証人免除13）などの好条件が与えられた［SDA：215－6］。その

6）　シヴァージーは1674年6月5臼にラーイガドで王座についた［Sardesai　1986：219］。

7）　シヴァージーはマンサプが与えられないならサンバージーは400騎を連れずに伺候すると請願

　している。

8）　tankhahとは俸禄のことを指す薮近藤2003：490］。

9）Do　aspa　se　aspa（ド・アスパ，セ・アスパ位）とは，ザート数サワール数を動かさずに，サ

　ワール数のみ増減できる方法である［小名！993：68－69］。

10）6カ月とは月額表示法のことであり，帳簿上確定した額の何分の一をマンサブダールの額にす

　るか，月額で示す方法であるレ1・名1993：69］e

ll）　シャー・ジャハーン時代には，デカン地方にジャーギールをもつものの給与は1／4を削減され

　（chauth誼kuD，その後アウラングゼーブ治世n年に，アーディル・シャーヒー王国及びク1・ウ

　ブ・シャーヒー王国から来たマンサブダールの給与の1／4を差し引く（wada’i　chautha’i）という

　政策が定められた［Habib！9851223；1朶沢1973b：！09；小名1993：70；Ai1　1997；27］。

12）サンバージーは1679年11月20漏にムガル帝国軍のディレイル・バーーンの下から逃走し，シ

　ヴァージーの死後1680年7月20日に王座についたが，1689年3月1日にアウラングゼーブに
　よって処飛された［Sardesai　l9861262，　303－4，325－6］。

13）月額表示法，chauth蕊については注Uを参照。デカンの人間はマンサプダールの証人を免除
　された£Al三1997：60－6！］。
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22日後には彼はジャーギールを与えられて，証人を免除された［SDA：216－7］。シャー

フーの別の息子・であるマンシンがMansingaにも，6，000ザート，1，000サワールなどの高位

のマンサブが与えられた〔SDA：215－6］。

　上記のようにサンバージーにはシヴァージーの請願によりジャーギールや給与が与えられ

た点や，シヴァージーやサンバージーが自分をkhanazadaと表現していた点は興昧深い。

シャーフーの時代から他のデカン勢力より優遇されて，6ヶ月，chautha’i免除，証人免除な

どの条件が与えられ，マンサブの額もかなり大きなものであった。

　今までに見てきたマンサブは，マラーター三E国のいわば王族にあたる人物がムガル側に投

降した場合であり，高位のマンサブが与えられるのはむしろ当然と考えられるが，次ではマ

ラーター王国の家臣であった者が離反してムガルに仕払を希望したケースについて見ること

とする。

∬　シヴァージーの家臣とマンサブ

　1　シヴァージーの家臣とムガル支配者

　ここでは，「シヴァージーの家臣であった」または「シヴァージーの国から来た」と明記

されている人物について取り上げることとする。

　1667年10月10日にはムハンマド・タリーMuharnmad　Qulli4＞という武将が，シヴァー

ジーの家臣のコンコージーKok6jiという人物について，ファウジュダールのもとに拘束さ

れているが，良い兵士であると報告した。彼の報告に従って，拘策から解放し，200ルピー

を与えて，連れてくるように命令が出された［PSIH：VHO5〕。同人物には，シヴァージー

の家臣をすべて解放して彼にゆだねるようにとの命令が出された［PSIH：VI－49］。

　1667年10月！0日には，皇子ムハンマド・モアッザムMuhainmad　Mu‘azzamがシ

ヴァー（ジー〉の家臣のソバーン・シンSobh2n　Singhとビール・バーンBir　Bhanを解放す

るよう請纐したときには，二人を解放するように命令が出された［PSIH：VHO2］。

　このように，シヴァ～ジー側の人問が投降した場合には，その人物についての報告が上に

行き，それにしたがって指示が出されていた。

　2　シヴァージーの家臣とマンサブ

　支配暦3年AH1070年DhU　al－Hijja月261ヨ（1660年8月17日）には，スパンジー・

カーンカルSubhanjl　K：ankar，スレーージーSurejl，スリー・ラオSuri　Rao，バガット・シン

Bhagat　Singh，マナージーManhajlらの人物にそれぞれ300ザート200サワール，250ザー

14）　彼自身も．もともとネトージー・パーレカルNet6ji　Palekarと呼ばれるマラーターの武将で

　あったが，ムガル側について改宗し，5，000ザートのマンサブを与えられたが，のちに再びシ

　ヴァージーのもとに戻り，ヒンドゥーに再改宗した［Ali　l997：179；Sardesai　l986；199，　227］。
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ト100回目ール，250ザート60サワール，250ザート！0サワール，250ザートのマンサブ

が与えられている。それぞれ「シヴァージーの国の入間のジャーギールダールのマンサブ」

として与えられているが，具体的にどのような条件であったかは不明である［SDA：6］15）。

　支配暦3年AHIO71年Sha‘baR月11日（1660年8月17日）には，マナージー一Manh韻，

シャンカルShankar16），アダム・ハーンAdam　K：hanの息子シャードShad，ムハンマド・

バーie　一・ハーンM晦ammad　BRqi　Khanの息子ファテフFatelp，ナロー・パンディット

Nar6　Panditらは，シヴァー（ジー）の闘から来て，マンサブが与えられt更にテリンガナ

に任命された。その中に2名のムスリムが含まれていること，シャンカルShankarがのち

に改宗したこ．とは興味深い［SDA：16－7］。

　支配暦5年AH1072年Dhtt　al－Qa‘da月20日（！662年7月27　EDに，サンバージー

Sambhajlには800ザート，400サワール，ジャーノジーJaRollには300ザート50サワール

のマンサブが，シヴァー（ジー）の国のジャーギールダールという条件で与えられた事例が

ある〔SDA二34－5］　i7）。

　支配麿12年Rajab月21日（！669年12月5日〉には，シヴァージー・デカニーShivajl

Dekhanlの兄弟とされる，ソバーン・ジェーオSobhan　Jeo，ナw一・ジェーオNar6」60，

ベイオージーBei611，タジュー・ジェーオTaju　Jeoらに，1，000ザート500サワールという

高額のマンサブが与えられたが，のちに彼らはムガルの元を離反して逃亡した［SDA：109］。

シヴァージー・デカニーという人物がど0）ような人物であるかは不明であるが，かなりのマ

ンサブを与えられても，離反している点は興味深い。

　また、1676年9月23臼に，ランゴージー・：：一ル・ラオRangh61I　KOr　Rao，ハリー・パン

ディットHarl　Pandit，アンバージーARb諏，：：ゴーパルジーG6pa王11らの人物にそれぞれ

1，000ザート500サワール，300ザート80サワ～ル，300ザート40サワール，100ザート30

サワールのマンサブがそれぞれ与えられたが，ランゴージーには，4ヶ局，chantha’i免除とい

う条件が認められた。更に「古い国のジャーギールを認める」という表現が付与されていた

ことから，旧領土にもジャー・一二ールがある程度は認められていたと考えられる［SDA：107］。

　ブルハーンBurh舩の息子のアリー　‘AIIは以前シヴァー（ジー）の家臣であったが，新し

い国（mulk－e　nau）と一村の条件で，300ザート，50サワールを認められた（SDA　35）18／。

15）　ほかにもシヴァー（ジー）の鷹のジャーギールダールの条件で2，000人を許可したとの記述が

　ある。

16）　彼は「新しくムスリムになったRau　muslim」との三田があるので。のちに改宗したことが分か

　る。

！7）　また，ティムール・ベグTlm負r　Begの息子ムハンマド・シャリーフMuhammad　Sharifがゴル

　コンダから来た時にはt300ザート！00サワーールがシヴァー（ジー一）の国のマンサプダールの条

　件で与えられた。

！8）　このほかにtタルコーカンに任命されたハリーHariに関する記述があるが，マンサブに関して

　は不明である（SDA，4＞。
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　シヴァージーの家距がムガル側に恭順を示した場合，ムガル側としてはある程度の条件を

与えて受け入れていたと考えられる。ムハンマド・タリーのようにマラーターから改宗した

人問をその任務に充てるなどした。マンサブの額も少なく，その事例もあまり多くはないが，

4ヶ月，chautha’i免除という条件を与えられている点や，ジャーギールという明記がある点

は丁丁深い。しかし，シヴァー（ジー）の国のジャーギールや，古い国ののジャーギールが

具体的にどのようなものであったかは不明である。

皿　サンバー一一一ジーの家臣とマンサブ

　サンバージーの処刑前後の時期は，マラーター三E国の危機のII年代であった。この時期には，

先述したマラーター王国の中枢の人物のほかにも，シヴァージーやサンバージーの身内にあ

たる人問もムガル側の恭順を求め，勅令を求めてかなり高い待遇を求めていた。

　支配謄24年Rabゴal－Ahira月9日（1681年4月19臼）には，シヴァージーの兄弟マン

コージーMank6jlがムガルからデカンに任命されて困窮して駄獣のエサ代の免除を求めた

という記述があり［PSIH：VI－192］，支配暦26年Mubarram月15日（1683年2月4日）

には，サンバージーの叔父のアンコージーAnk6jlが困窮してビージャープルに4，000騎を

連れて居住しているが，保証書（qawl）と皇帝の手形（panja）19＞が与えられるならば，御

前に来ると申し出た事例がある［PSIH：VI－40！］20）。

　シヴァージーやサンバージーの身内に巌たる人物が，慮ら勅令を求めて恭順を申し出る程

であったので，当然サンバージーの家臣の離反は頻繁に起こった。

　1　サンバージーの家臣の離反

　支配暦26年Rabi‘al－Awwal月16日（1683年4月4日）には，サンバージーとアーディ

ル・シャーヒー王国側の人々が頼ってきたら，慰安を与えて，報告するように命令が繊され

た［PSIH：VI－464］。

　支配暦28年Dhαal－Qa‘da月26駐（1684年1！月24　EI）には，バラーマテイーBaramati

のターナダールのアマーヌッラー・ハーンAmanu｝1ah　Khanに対して，サンバージー側の入

闘が頼ってくるなら2，000騎を家臣にするように命令が娼された［PSIH：VI－517］。

　支配懸27年Muharram月24日（！684年！月2日）にはハーン・ジャハーン・バハー

ドゥルKhan－i－Jah鋤Bahadur21）が，サンバージーのもとの多くの家臣が来ているがt勅令

！9）Panjaとは皇蕾の手形である£近藤2003；494］。

20）　その後，彼の名で賜衣と勅令を与えるように命令が出された。

21）　ハーン・ジャハーン・バハードゥルとは，Khan　Jakan　Bahadur　Zafar　Jang　K6kaltash　Umdat

　u1－Mulkであり．アウラングゼーブ時代に7，000ザート7，000サワール（6．000　do　aspa　se　aspa）

　のマンサブを与えられた［Ali圭995：175；TM　177－8］。
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をコートワルが渡さないと訴えたので，印を押したdastak22＞を与えるように命令が嵐され

た£PSIH：VI－470］。

　支配暦28年Safar月1！日（1685年1月7日）にはサイイド・ウガーンSaiyid‘Ugh蝕が，

サンバージー側の人間が敵を捕らえてきて，その代官がハーン・ジャハーン・バハードゥル

のもとに来ているという報告をしたので，それらの人物を御前に連れてくるように命令が出

された［PSIH：VI－542］。

　カラ・ナムジュナKara　NamlURaターナでは，バーバージーBabajlと騎兵200騎パル

スージーParsUliと150騎が奉仕を望んできたとのアシュラフ・ハーンAshraf　K：hanの報告

があった23）［PSIH　i　V1一545］。

　ターナダールやムガルの将軍の報告からわかるように，サンバージーの家臣の離反は頻繁

であった。1685年にも，サンバージーの家臣を2000騎まで雇えという命令が出されている

ほどである［PSIH：VI－594〕。以上の事例を踏まえて考えると，サンバージーの家臣がその

ままムガル側に登用されたわけではなく，まずはムガル側の将軍から報告がなされ，その上

から指示が出されるのが流れであったと考えられる。

　2　サンバージーの家臣とムガル支配者

　実際に騎兵を引き連れてムガル側に投降したマラーターの家臣に対してムガル支配者はど

のような対応をしたのか，以下に紹介する。

　支配暦32年（AHIIOO年）Rabi‘al－Awwal月4日（1688年12月27臼）に，ゴーパル・

ラオG6pal　Raoという入物が5000騎を連れて保証書を求めた場合には，彼にそれを与えて

御前に呼ぶように命じられたが，裏書には，任命なしにマンサブは与えないように書かれた

［SDA　：　141］．

　そのほか，400人の歩兵の将軍のラーヤジーRayaji，ゴーヴィンド・ラオG6vind　Rao，

らがサンバージーのもとから来た場合にも，御前に送るように命令が出された［PSIH：

VI－569，562］。支配暦27年Sha‘ban月24日（1684年7月28日）にヤクーブYa‘aqUbとい

う人物がサンバージーの家臣25騎を捕縛した際には，彼をファダーイ・ハーンFad顔

Khanに送るように命令が出された［PSIH：VI－488］。

　支配暦28年Shawwa1月29日（1684年9月29日〉ハーン・ジャハーン・バハードゥル

に対しては，サンバージーの家臣でムガル測に来たものには，マンサブとをジャーギールを

与えるまでに日給を支払うために，5，000ルピーを与えるように命じた。また，彼のもとに

22）dastakとは許可証のことである［近藤2003：563］。

23）　訓じ史料には。Mehtaj　a1－Fateb城から，ラーマジーRamajl，ゴーヴィンド・ラオG6vind　Rao

　らが投降したとの記述がある（PSIH，　VI－545）。ラーマジーは馬と衣を贈った。同じ城からは，

　ラーヤジーRayajiほか二人のサンバージーの家縣が，50頭の家畜を連れてきたという記述があ

　る£PSIH：VI－593］Q
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5，000騎のシヴァージーの家臣が来て，馬や罰金の免除を要求した場合には，それに応じる

ように命じている［PSIH：VI－494］。

　支配麿28年＄afar月26日（1685年1月22日）には，サンバージーの家臣であるダナー

ジーDhaRaji，キシャン・ラオK：ishan　Rao，バグワント・ラオBhagwant　Rao，メワージー

Mewajl，ランガージーRangajlが，シャ～・アーラムの認可により，新しく薩われたとの

記述がある［PSIH：VI－554］。

　支配暦28年Dhu　ai－Qa’da月20日（！684年8月20臼）には，アマーヌッラー・ハーン

Amanullah　K：hanが，マスナド・ラオMasnad　Rao，マロージーMa16ji，パフマーンジー

Bahma頗，アヌージーAn頗らを任命したとの記述がある［PSIH二VI，5043。

　1685年1月29Hにサンバージーの家臣のムスリム，マリク・ベグMalik　Begとムハンマ

ド・フサインM晦ammad　Husainが，シヴァージーの国から来ることが困難であると講願

した際には，援助の資金を与えるように命令が出された〔PSIH：VI－558］。

　隅年！月12日には，ルーフッラー・パーーンROhu11諭K：hanに対して，サンバージーの集

団が奉仕することを望んで来たら，マンサブとサルダールのジャーギールとして何ルピーか

を，国庫から支払うように命令が出された〔PSIH：VI－545］。

　支配懸28年Sha‘ban月24　N（1684年9月24日）には，バドルージーBadhutujlが，

ラード・アンダーズ・ハーンRa‘ad　Andaz　K：hanの保証書によって奉仕を望んできたので，

マンサブを決定するまで月給をt！、うように命令が出された［PSIH：VI－492］。

　このように，サンバージー側の人間が奉仕を求めた場合には，すぐにマンサブが与えられ

たわけではないが，まずは御前に呼び，困窮した人物には資金を送るなど，柔軟な対応が

あったことがわかる。ムガル側の将軍などの紹介によってムガルに投降する事例もあった。

　投降した入物に，賜衣（khil‘at）が与えられる事例もあったが£PSIH：VI，5！6，593］，逆

にマラーター側の人間が賞物として金貨をムガル側に送る事例もあった［PSIH：VI－360，

399，　543］o

　3　サンバージーの家臣とマンサブ

　！685年3月22日にダワーンジーDaw2njiという人物は，皇子シャー・アーラムの許可に

より1，000ザート700サワールを与えられていたが，のちに拝謁してさらに400ザート，

’200サワールを与えられた［PSIH：VI－587］。支配暦27年Sha‘ban月271H（1684年8月2

日頃には，プラシャントPrashantという人物もt皇子アザム・シャーの許可により，　L500

ザート1，000サワールを与えられた［PSIH：VI－49！］。

　また，先述したハーン・ジャハーン・バハードゥルの紹介によってマンサブを与えられた

人物もあった。支配暦27年Mubarram月4日（1684年1月2霞）にサンバージーの大臣

バトリー・ラオPatrl　Raoが彼の紹介により拝謁した場合には，500ザート，300サワール

と賜衣が与えられ，さらに勅令と，panja（皇帝の手形〉のついた書類を彼に与えるように
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命令が出された［PSIH：VI－470］。矯年Mu飴rramn月30巳（1月8日）に，ソバーンジー

Sob漁n11ほかサンバージーの家臣が彼のもとに慰安を求めて来た際には，ソバーンジーに

1，500ザート，500サワール，ディオージーD色ojiに500ザート200サワールが認められ，

のちに彼らは御前に送られた［PSIH：VI－475］。

　1685年2月26日には，ナゴージーNag6」1の息子ゴーヴィン5“　G6vindに300ザート100

サワールのマンサブが与えられた［PSIH：VI－570］。また，サンバージーの家臣のラーム

ラーイRbm　Ra’iには！，000ザート800サワールdo　aspa　se　aspaのマンサブが与えられてい

たが，困窮していたので援助金を与えるようにとの命令が出された［PSIH二VI－426］。

　1683年2月8日に，ラーガル・カローカRaghar　K：har6kaなる人物が，マンサブを与え

てくれるならばサンバージ～のトリンバクTrimbak城を与えると申し出たため700ザート

200サワールが彼に与えられたが，城主が岡記せず，城を引き渡すことができなかったので，

彼は逃亡した。その結果，彼の部下と思われる，400ザート，100サワールのジャムナー

ジーJamn雄が拘束されたが，のちに解放された［PSIH：VI－429］。

　サンバージーの家臣にはムスリムも含まれた。カーディー・ジャハーンQadi　Jahanと

カーディー・ラーヘリーQadl　Raheriはもともとサンバージーの書記であったが，1683年3

月28日ムガル側に来て［PSIH：VI－457］，支配暦26年1683年Rabl‘al－Awwal月19日

（1683年4月7日）に5枚の金：貨と！8，000ルピーを皇帝に贈り　［PSIH：VI－458］，敵国に関

する質問に答えて御1前に伺候するよう命じられ［PSIH：VI－459］，！，000ザート1，000サワー

ルを与えられた〔PSIH：VI－465］。

　ほかにも，マリク・ベグMalik　Begとムハンマド・フサインMubammad　HusaiRは奉仕

を望んできたが，シヴァー（ジー）の国から軍隊を連れてくることが不可能であったので，

困窮しているとの記述がある［PSIH：VI－558］。ワジール・ハーンWaz1r　Kh鋤の孫ムハ

ンマド・アクバルM頗ammad　A鼓barの息子のムハンマド・アービドMubammad　‘Abidは

サンバージーの家記であったが，伺候して贈り物を贈り，三衣を与えらた［PSIH：VI－577〕。

　カーディー・ハイダルQadl　Haydarという人物は，プアル・ベグLa‘al　Begの息子マリ

ク・ベグMalik　Begが1ρ00騎のムスリムを連れて奉仕をのぞみ，他にシャイフ・フサイン

Shaikh　Husainが奉仕を望んだことを報告をした。のちに，彼に工人を御前に連れてくるよう

に命令が出された［PSIH：：VI－505］。サンバージーの家臣のカンドージーK：hand6jiも，播じ

人物の紹介によって任命され，1，000ザート，500サワールが与えられた［PSIH：VI－492〕。

　支配暦26年Rama2an月24ヨ（1682年9月！7日〉には，プラムガダPramgadaのある

入物について，良い兵士であり，マンサブや王の仕事・が与えられることを望んでいるとハー

ン・ジャハーン・バハードゥルに報告があったので，彼の望みに従ってムスリムにするよう

に命令が出された［PSIH：VI－315］24＞。

24）　支配暦23年D賦1al一翠ijla月24　Ei（！682年12月14　ff）付のスーラトの代官の報告からは．サ／
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　このようにマンサブを与える場合には，皇子によって与えられる場合，ハーン・ジャハー

ン・バハードゥルのような将軍を介して与えられる場合などがあった。しかしサンバージー

の家臣の投降の記述が非常に多いのに比べてマンサブに関する記述は少なく，安易にマンサ

ブが乱発されていたとは考え難い。むしろ，先に述べたように，まずいくらかの資金を国庫

から支払ってそののちしかるべき手段を踏んで与えられたと考えるのが妥当と思われる。逆

にマラーター王国側の人間が一定の条件と引き換えにマンサブを要求していた事実は興昧深

い。

　マラーター王国からムスリムの将軍などがムガルへ恭順を示す例もあり，ムスリムの人物

を介してサンバージーの家臣がムガルに恭順を示す場合もあった。改宗が有利に働いたかど

うかは慎重に検討すべき問題である。

お　わ　り　に

　以上の分析を簡単にまとめると以下のようになる。

　（1）シヴァージーやサンバージーら，マラーター王国の中枢に位遣する人間も，政情の変

　　化に応じてムガル側に投降し，かなり高位で好条件のマンサブを与えられた。

　（2）シヴァージーの時代にはマラーターからムガル側に恭順を示すものは受け入れられ，

　　ムハンマド・タリーなどにその任務が任され，投降はある程度奨励されていたものと考

　　えられる。

　（3）シヴァージーの家臣でムガルに投降した人物のマンサブは額はあまり大きくないが，

　　chautha’iの免除があったり，「ジャーギール」という表現があるなど，ある程度の待遇

　　はされていたと考えられる。

　（4）サンバージーの時代には，政情の変化に応じて，将軍やターナダールの記述にあるよ

　　うにマラーターから大規模な離反があった。彼らはまず轟地の将軍のもとに恭順を示し，

　　その後上からの命令に従って処麗されていたと考えられる。

　（5）サンバージーの支配期には，家臣の多くがムガル側に投降したが，マンサブは安易に

　　与えられていたわけではなく，御前に呼んだり，将軍や皇子の推薦などが必要であった。

　　その中にはムスリムも含まれ，ヒンドゥーが改宗する場合もあった。

　事例は少ないが，このような細かい分析を積み重ねていくことなしにはtムガルの膨大な

マンサブダーリー・システムにおけるマラーターと呼ばれる人々の姿を明らかにすることは

困難なのではないかと考えられる。

　従来の研究のように詳細にマンサブの表をつくることはもちろん非常に重要であるが，二

＼　ンバージーの家臣の45人のうち，改宗したもの以外の！0入は殺して，サンバージーの将軍とと

　　もに，御前に送るように命令が出されたことがわかる［PSIH：VI－384］。
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つの国家間にどのようなやり取りが行われたか，どのような人物が二国問で揺れ動いていた

のかなどの事柄を明らかにするためにも，さらに多くの史料の分析，マラーティー語．史料の

分析が急務であると考えられる。
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